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本博士（文学）学位請求論文は、リスク認知に対する潜在的連想テスト（IAT）の応用可能性を検討

することを目的とし、IATを用いた５つの実験と、潜在的リスク・マップ作成方法の提案とその適用例

で構成されている。２章では、これまでのリスク認知研究における理論的枠組み、研究方法の特徴の

検討を行い、実験参加者の意図的な制御可能性の低い測定への要請と、概念間の連想構造の測定への

要請といった問題提起を行った。３章では、上記要請に適合する課題として IAT を位置づけ、リスク

認知研究への導入を試みた。IATは差別などの態度研究に用いられてきた課題であり、リスク認知研究

にはこれまでほとんど用いられていなかった。そこで、３章ではこれまでのリスク認知における代表

的なリスク事象である、原子力発電の潜在的な概念間の連合の測定を目的として、２つの IAT を用い

て実験的検討を行い、顕在尺度の測定結果との対比を行った。IATの結果と顕在尺度の結果との間に乖

離が報告された。４章では、３章においてみられたリスク事象を題材とした IAT 効果の特徴の更なる

検討のため、原子力発電・水力発電・地震という３つのリスク事象を対象とした３つの IATを用いて、

2005年、2006年、2007年に実施した３回の実験結果を比較検討した。実験結果から、IATによる測定

が一貫した傾向を示したこと、３章の結果同様に顕在尺度との間に乖離が認められたことを報告した。

５章では、潜在的リスク・マップの作成方法を提案し、IATのリスク認知研究における新たな可能性を

示した。これらから、リスク事象を題材とした IAT において、顕在尺度と異なる個人的な概念間の連

想構造が反映されたことが示唆された。本論文では、最後に認知処理の２過程説に実験結果を位置付

けることを試みた後に、リスク関連領域と他の領域における IAT の応用的な利用方法について議論を

行い、今日の情報環境における潜在的測定の意義について検討を行っている。 

  本論文では、顕在尺度によるリスク認知の測定に加えて、IAT によるリスク認知の測定を提案することで、顕

在的処理によるリスク認知と潜在的処理によるリスク認知を測定し、リスク認知を多面的に検討しようとしたと言

える。特に顕在尺度によるデータは、新聞などから得た知識や情報に依存する傾向があるのに対して、IAT デ

ータは、個人の知識構造(i.e., 概念間の連想ネットワーク)を反映したものであると考えられる。 

本論文は、従来、意識的な熟慮プロセスを前提として計測されてきたリスク認知に対して、人間の認知プロセ

スにおける近年の研究成果を反映し、感情や過去の経験などの潜在的な要因の影響を解明するために、潜在

的連想テストの応用可能性を丁寧に分析したものである。先行研究によって形成されたリスク認知研究の知見

に対する意欲的なチャレンジであると同時に、原子力発電と地震を中心的に扱っており、3.11後の社会問題に

も示唆を与える内容である。 

本論文で示された、人のリスク事象のマッピング結果は大変興味深いものの、研究データが少ない上に異な

る評価軸が示されているため、概念および手法の一般化には程遠く、社会問題の解決やブランド戦略などの

個別データの活用のためには実験手続きが煩雑すぎるという問題点もあった。マップ化の意義についてはさら

なる検討が必要かもしれない。このように、全体としての本博士論文の成果は、有益なものとは言え、IAT の適

用可能性を論じるための端緒にすぎないかもしれない。特に、既存のリスク認知研究との接合は仮説の域を出

ないものであり、今後多くの研究が蓄積される必要がある。 
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上述のとおり、本論文は目的であった応用可能性の検討にはまだ検討する余地を残してはいるが、既存のリ

スク認知研究の枠組みでは扱えていなかった潜在的な心的作用に光をあてた初めての研究であり、問題設定

の独創性、研究内容の信頼性ともに高く評価できる研究である。よって、本論文は、心理学におけるリスク認知

研究においての新しい方法論を提示しており、博士（文学）学位の授与にふさわしい論文と判断した。 
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